
　3 つの実数  ,   ,    0ただし ,  <0 1<   がある。これらの数は適当

に並べると等差数列になり ,  また適当に並べると等比数列にもなるとい

う。

　この条件を満たすような  ,   の組 0 1 ,    を求めよ。
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【戦略】

例題と違い ,  並び方が「この順」というように決まっているわけではあり

ません。

そこで ,  符号に注目し ,  

「等差数列や等比数列になるとしたらこの並び方しかないだろう」

というように可能性を絞っていきます。

今回の 3 数の符号に注意すると

<0 ,  >0 ,  <0

です。

正の数が 1 つしかない状態で等比数列になるとしたら ,  

負 ,  正 ,  負

という形しかあり得ませんから ,  等比中項 ( 真ん中 )  は  であることにな

ります。

これにより ,  2 =･ で ,  >0 より ,  = 2   という関係を得ることに

なります。

これにより与えられた 3 数は ,  

 ,   0 1= 2   ,   0 1= 3   

となります。

次にこれら 3 数が等差数列となる並びを考えますが ,  等差数列となるから

には

単調増加 または  単調減少

という単調な大小関係となります。

そうなってくると ,  < 3 <0< 2    または   3 <<0< 2   といういずれ

かということになり ,  

2 3 =+ 2   または  2= 3 + 2  

という可能性しかありません。

【解答】

条件 <0< より ,  <0 であり ,  与えられた 3 数の正負は

F
<  0

>  0

<  0

であるため ,  これら 3 数が等比数列になるような並び方は

 ,   ,     または   ,  ,   

の形に限られる。

いずれにせよ等比中項は  であるため ,  2 = 2  

>0 であるため ,  = 2   … ① を得る。

ゆえに ,  与えられた 3 数は ,   ,  2  ,  3   であり , 

< 3 <0< 2    または   3 <<0< 2  

という大小関係から ,  等差中項としてあり得るのは 3  または  

4 51     等差中項が 3  であるとき  ( ←   ,  3  ,  2   または  2  ,  3  ,    )

 2 3 =+ 2   で ,  <0 であるため ,  2 2 =1+ 

 2 2 --1=0  C  02 1+1  0 1-1 =0  で ,  <0 より =-
1

2

　　このとき ① より =
1

4

4 52     等差中項が  であるとき  ( ←  3  ,   ,  2   または  2  ,   ,  3   )

 2= 3 + 2   で ,  <0 であるため ,  2= 2 + 

 2 +-2=0   C   0 1+2  0 1-1 =0  で ,  <0 より =-2 

　　このとき ① より =4 

以上 4 51  ,  4 52  より ,  0 1 ,   =8 9-
1

2
 ,  

1

4
 ,  0 1-2 ,  4   … p  

【総括】

真ん中となる項 ( 等差中項 ,  等⽐中項 ) に注⽬し ,  それらをいかに把握する

かを考察することが求められました。

３数の符号に注⽬し ,  そこから⼤⼩関係を⾒出していく部分は本問の⾯⽩

いところであり ,  醍醐味でしょう。

等差中項と等比中項【並べ替えて等差数列 ,  等比数列になる３数】【類題】

© MathClinic




